
































(1) 太郎はさっき自分の部屋にいたケ{ジェ/ヨ/ズ/ノミ} (ケは報告、誤谷 1999a) 
このうちヨは間投助言司としても用いられるが、そのほかの形式は文末でのみ用いられる。
(2) そして{*ジェ/ヨ/*ズ/*ノ~}、きのうの 8 時ごろに{*ジェ/ヨ/*ズ/*パ}、
そこに{*ジェ/ヨ/*ズ、/*ノ~}、太郎が来?て{*ジェ/ヨ/キズ/*パ}、.... . 
本稿ではこれらの形式のなかからジェ(ジェーと長呼されることもある)を取り上げて、
その用法について、ヨやズ(渋谷 2000) 、パ(渋谷 2004) の色つ用法と対比しつつ記述す
ることを目的とする。
事本研究は、平成 19 年度文部科学省、科学研究費基盤研究 (C) r山形市方言における動調述語文
の記述的研究J (代表者:渋谷勝己、課題番号 19520395) による。
山形市方言の文末詞ジェ
1. 2. データ
本論の分析には、山形市生え抜き話者 (2007 年 11 月の調査時点で 75 歳の男性と 72 歳
の女性)の自然談話から自然傍受法によって採集したジェの用例を参照しつつ、主に、当
該方言の母語話者である筆者の内省によって作成したデータを使用する。
山形市方言の文末詞には、山形市を離れてほぼ 30 年になる筆者(1959 年山形市生まれ。
18 議まで山形市に在住、以後 24 歳まで東京、その後現在まで大阪)でも容易に内省でき
るものとそうでないものがある。ジヱは比較的内省がしにくいものであるが、このことは
使用頻度と関係するかもしれない。上記 2 名の生え抜き話者の自然談話のうち、録音を行









能 (~3) 、ヨ・ズ・パとの異同 (~4) の!慎に記述を進めることにする。
2. 共起する文タイプなど
最初に、文末詞ジェが使用可能な文タイプ (~2.1) と、ジェと他の文末詞との相互承接
















ミデダは共通語の fみたいだj 相当形式、ケは屈想・報告・過去(渋谷 1999a) を表す。
また、ハは、平叙文に付加した場合、話し手が観察した動的事態が話し手の予測や期待と
は異なる方向に動いたものであるということを表すものである(渋谷 1999b)。報告や過去






















合 (~3. 1.2) の二つにわけで、その用法を整理する。
3. 1. 1. 第二発話部で使用される場合
まず、第二発話部で使用される場合には、次のような例がある。
























































3.1.3. 繍足 2 点
以下、ジェの用法について、 2 点、補足する。


























































































の知らない情報を聞き手に転えるときに用いられる、共通語の fよ J {こ相当する文末詞が
いくつかあるとして~l.1であげたヨ・ズ・パのあいだの違いについて、ごく簡単にまとめ
ておこう。以下、ヨとズについては訣谷 (2000) 、パについては渋谷 (2004) の記述を一部
修正して要約する。なお、これらの 4 つの形式の分布面で、の特徴を再度確認しておけば、
以下のようである。







編 (2003: 242・244) のあげる「よj の用法を音調の種類によって分類した枠に拠りつつ、











































B: きっと買い物にでも行くんだよ 1 (共通語“例)
(47) きのう、駅でめずらしく太郎にあったんだよしそしたら飲みに行こうかとい
うことになって、新しい店に入ったんだよ↓(共通語倒、ナラティプの「よ J)
このような場合には当該方言では、文末詞を用いなし、か(伊U (44) (45)) 、推量の「ベJ (例











































といった倒のジェとヨのあいだには、 g4.1.1にあげた (41) の例と同じような意味の違い
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